Two type IV pili of Vibrio parahaemolyticus play different roles in biofilm formation by シメ, アキコ & 志馬, 景子
Osaka University





















博士の専攻分野の名称  博 士（医 学） 
学 位 記 番 号  第  ２０７４８  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 18 年 12 月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            医学系研究科分子病態医学専攻 
学 位 論 文 名  Two type IV pili of Vibrio parahaemolyticus play different roles in 
            biofilm formation 
            （腸炎ビブリオのバイオフィルム形成過程における２種の IV 型線毛の機 
            能解析） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 本田 武司 
            （副査） 
            教 授 杉本  央  教 授 大石 和徳 
【23】
論 文 内 容 の 要 旨 







い。本研究では、バイオフィルム形成過程で重要な働きをするとされる Type IV pili（TFP）に着目し、そこから腸
炎ビブリオのバイオフィルム形成機構を解明することを目的とした。 
〔 方法ならびに成績 〕 
 腸炎ビブリオの全ゲノム配列解読結果より、腸炎ビブリオ RIMD2210633 株は MSHA pili と ChiRP の２種類の
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⑶菌体外多糖（EPS）の分泌、の３ステップからなり、最終的に成熟バイオフィルムが形成される。本研究により、
腸炎ビブリオが保有する２種類の TFP のうち MSHA はステップ⑴で、ChiRP はステップ⑵で機能することが示唆さ
れた。 




〔 総  括 〕 







論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 Biofilm はバクテリアの重要な survival strategy である。我が国における食中毒の主要な原因菌である腸炎ビブリ
オも biofilm を形成するとされるが、その形成機構は未だ明らかにされていない。 
 志馬君は２種の IV 型線毛（ChiRP、MSHA pili）が biofilm 形成過程で果たす各機能を明らかにし、腸炎ビブリオ
が効率的に Biofilm を形成するメカニズムを解明した。 
 続いて、近年世界的流行を引き起こしている新型腸炎ビブリオが２種の IV 型線毛のうち、ChiRP にユニークな配
列をもつことを見いだした。非流行型線毛保有株との競合試験の結果、この流行型線毛が chitin-binding に有利に働
くことを突き止めた。腸炎ビブリオは環境中で自然宿主表層成分である chitin を足場に biofilm を形成することで
survival を図ることから、chitin-binding の有利性が新型腸炎ビブリオの survival 能をあげ、今回の流行に繋がった
可能性が推測された。 
 本研究は腸炎ビブリオの biofilm 形成機構の解明から発展し、環境中でのサバイバルといった新しい視点で世界的
流行の一因を解明した点で優れており、博士（医学）の学位授与に値する。 
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